










■ガラス撤去

＊商品及び什器の養生

＊仮設材の設置（什器等への接触に注意）

＊下部レールの取り外し。

＊各シール切り。（シールごみの散乱に注意）

＊ガラスの取り外し。（ガラスの落下に注意）

＊ガラスの受け渡し。（持ち運びに注意）





①：上部レールを改修の場合は既存レールの下に、新築の場合は下地確認し、
テックスビス(303ピッチ以内)で取り付ける。
※上部レール取付及び条件説明

・図面で鉄骨で確認
・ニードルで確認

(改修図面で有無確認)



➁：端部方立を壁面に取り付ける。
(上下2ヶ所のビス留め(35mm以上)と接着剤を併用して留め付ける。)
(※端部ジョイント金物は端部方立にビス留めする。
端部方立の下端は端部ジョイント金物の下端より5mm伸ばして納める。)

両面テープで先につけて
ビス内(位置決め)



③：防煙垂壁本体と中間方立それぞれに3φ×21.5mmのステンレス棒(ダボピン)を
差し込み上部レール内にW1,500のパネルを4枚スライドさせて取り付ける。
※本体パネル取付の際は、上端もしくは両端を持って取り付ける様にする。
下端は極力持たない様にする。
※シャッターライン際の防煙垂壁に関しては、揺れ防止の為、

振れ止め金具を取り付ける必要がある→ 9mで2ヶ所・12mで3ヶ所

ダボピン

パネル

ダボピン



④：残りの上部レールを計測し、カットした上部レールをテックスビス
(303ピッチ以内)で取り付ける。

＊上部レール（真物３０００ｍｍ）をビス（４/４0）にて５00mmピッチで
取り付け。（隙間に注意）

＊端部方立てをビス（４０/４０）にて取り付け（隙間は、シリコン処理）

＊役物上部レール採寸押切カーターにて加工し取り付け。（寸法に注意）



⑤：反対側の端部方立を壁面に取り付ける。
(上下2ヶ所のビス留め(35mm以上)と接着剤を併用して留め付ける。)

両面テープで先につけて
ビス内(位置決め)



⑥：上部レール側面へダボピンを通す穴をあけ、
端部寸法にカット加工した本体パネルと中間方立を取り付ける。

パネル調整・加工方法 ※ｶｯﾄ方法詳細 次ﾍﾟｰｼﾞ参照





⑦：最後にＷ1,500の本体パネルを穴加工した上部レールから、ダボピンを取り付ける。
上部レールの穴加工部分に関しては、シルバーヘアライン仕上のアルミテープ又は、
付属のドットシールで塞ぐ。(穴隠しシール)

＊真物パネル（Ｈ４８５*Ｗ１５００）専用のダボピンにて取り付け。

＊中間方立てを専用のダボピンにて取り付け。
（パネルとの取り合い及び立に注意）

＊端部方立てに差し込む。（クリアランスに注意）

＊役物パネル採寸専用補強材を用いて加工し取り付け。
（寸法及び汚れに注意）

穴隠しシール



⑧：全体のバランスを取った後、下部レールを装着する。
下部レールの取付に関しては、別紙の「下部レール取付要領」を参照。
※下部レール取付の際、2,800mm～2,900mmで始め、

中間方立部にジョイントが重ならない様にする。
また、防煙垂壁本体にビスを打ったり、ビスが干渉したりしない様に取り付ける。

■下部レール取り付け

＊下部レール（真物３０００ｍｍ）をパネルのして穴に
下部レール専用ダボピンにて取り付け。

＊下部レールと下部レールに下部レールジョイントを差し込む。
（隙間に注意）

＊端部方立てに端部ジョイントと下部レールを
差し込みビス（３/１０）にて止める。（クリアランスに注意）

＊下部レールと中間方立てをビス（３/１０）にて止める。（立に注意）

＊役物下部レール採寸押切カーターにて加工し取り付け。（寸法に注意）



⑨：養生フィルムは施工完了後にゆっくり剥がす。
（完了前に剥がすと汚れが付着します。）

～作業はこれで完了です～ 次ﾍﾟｰｼﾞより下部ﾚｰﾙの取付要領です

■引っ張り検査

＊端部方立が壁面に固定されているか引っ張り検査を行う





①：下部レール(L = 3,000mm)を2,800mm～2,900mm程度にカットし、
中間方立からジョイント部をずらす形で第1下部レールを取り付ける。
その際、本体パネルの下部ダボ穴に、3φ×13mmダボピンを左右どちらか1ヶ所に
装着し、下部レール突起部に引掛ける。
(以下の各本体パネルも同様に、3φ×13mmダボピンにて下部レールに引掛け

る。)

➁：第2下部レールよりL = 3,000ｍｍを使用し、
最後のレールは必要な長さにカットし取り付ける。
また、各レールには付属の連結ジョイント金物を差し込み連結する。
※連結ジョイント金物は底面に両面テープ150mmを張り付け、

下部レールと固定する。



③：端部には付属の端部ジョイント金物を差し込み、
最後に端部方立の隙間に飲み込ませ、端部方立へ突きつけて納める。(※下図参照)



④：下部レールの位置を整えた後、中間方立に3φ×8mmナベビスを打ち、
下部レールと連結させる。
この時、中間方立部分で3～5mmのクリアランスを確保し、
出来るだけビスが本体パネルに緩衝しない様にビス留めする。
最後に、端部方立と端部ジョイント金物を3φ×10mmナベビスにて連結する。










